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2021年8⽉11⽇0時から8⽉26⽇0時までの期間降⽔量P（1kmメッシュ）

（8⽉11⽇0時〜8⽉24⽇14時現在）
https://www.mlit.go.jp/common/001420215.pdf



過去の降⾬イベント時の期間降⽔量Pと本イベントのそれとの⽐較

11AUG2021 0:00JST – 26AUG2021 0:00JST
(令和3年8⽉11⽇からの⼤⾬，15 days)

28JUN2018 0:00JST – 9JUL2018 0:00JST
(平成30年7⽉豪⾬，11 days)

10OCT2019 0:00JST – 14OCT2019 0:00JST
(令和元年10⽉台⾵19号，4 days)

30AUG2011 0:00JST – 6SEP2011 0:00JST
(平成23年9⽉台⾵12号，7 days)

最⼤ 1409.5 mm

最⼤ 1852.5 mm最⼤ 1814.5 mm

最⼤ 1001.5 mm

※イベントの期間最⼤値は気象庁発表のアメダス観測値を表⽰

（8⽉11⽇0時〜8⽉24⽇14時現在）



2021年8⽉11⽇0時から8⽉26⽇0時までの推定⼟砂崩壊量A（1kmメッシュ）

https://www.mlit.go.jp/common/001420215.pdf

【RUSLE】
⼟壌係数K，地形係数LS，作物係数C，保全管理係数Pの積
KLSCPに，降⾬強度係数R（イベント期間中の降⾬エネル
ギー）を乗じて推定する．



過去の降⾬イベント時の推定⼟砂崩壊量Aと本イベントのそれとの⽐較

28JUN2018 0:00JST – 9JUL2018 0:00JST
(平成30年7⽉豪⾬，11 days)

10OCT2019 0:00JST – 14OCT2019 0:00JST
(令和元年10⽉台⾵19号，4 days)

30AUG2011 0:00JST – 6SEP2011 0:00JST
(平成23年9⽉台⾵12号，7 days)

11AUG2021 0:00JST – 26AUG2021 0:00JST
(令和3年8⽉11⽇からの⼤⾬，15 days)



2021年8⽉11⽇0時から8⽉26⽇0時までの推定⼟砂崩壊量と年⼟砂崩壊量との⽐Ise

数値が⼤きいほど過去の年⼟砂崩壊量に⽐べて本イ
ベントが⼤きいことを意味する
※Ise=1︓本イベントの⼟砂崩壊量が年⼟砂崩壊量
（2006‐2019年の平均）と⼀致 https://www.mlit.go.jp/common/001420215.pdf



過去の降⾬イベント時の年⼟砂崩壊量との⽐Iseと本イベントのそれとの⽐較

28JUN2018 0:00JST – 9JUL2018 0:00JST
(平成30年7⽉豪⾬，11 days)

10OCT2019 0:00JST – 14OCT2019 0:00JST
(令和元年10⽉台⾵19号，4 days)

30AUG2011 0:00JST – 6SEP2011 0:00JST
(平成23年9⽉台⾵12号，7 days)

11AUG2021 0:00JST – 26AUG2021 0:00JST
(令和3年8⽉11⽇からの⼤⾬，15 days)



2021年8⽉11⽇0時から8⽉26⽇0時までの期間降⽔量P・⼟砂崩壊量A・⼟砂崩壊量
⽐Iseと⼟砂災害発⽣地点との⽐較（九州地⽅）

期間降⽔量P ⼟砂崩壊量A ⼟砂崩壊量⽐Ise

• ⼟砂災害発⽣地点（⿊丸）とP，A，ならびにIseの各パラメータとの⽐較
結果より，⼟砂崩壊量⽐Iseが⼤きい地点との⼀致が最良のようにみえる
が，今後詳細について確認が必要．



2021年8⽉11⽇0時から8⽉26⽇0時までの期間降⽔量P・⼟砂崩壊量A・⼟砂崩壊量
⽐Iseと⼟砂災害発⽣地点との⽐較（中部地⽅）

期間降⽔量P ⼟砂崩壊量A ⼟砂崩壊量⽐Ise

• ⼟砂災害発⽣地点（⿊丸）とP，A，ならびにIseの各パラメータとの⽐較
結果より，⼟砂崩壊量⽐Iseが⼤きい地点との⼀致が最良のようにみえる
が，今後詳細について確認が必要．



本推定結果について（2021/8/26公開）

【概要】
令和3年8⽉11⽇からの⼤⾬の期間（2021年8⽉11⽇から8⽉25⽇まで）の⼟砂崩壊ポテンシャル（1kmメッシュ）を

推定しました．その結果，この期間の⼟砂崩壊量が，最⼤で過去14年間の平均年⼟砂崩壊量の数倍以上と推定されま
した．また，国⼟交通省（https://www.mlit.go.jp/saigai/saigai_210813.html）によって把握されている全国の⼟砂災害発
⽣地点の分布は，⼟砂崩壊量が⽐較的⼤きいと推定された場所の周辺に集中していました．今後，本推定結果の検証
を⾏うとともに，流域および海域への⻑期的影響について解析を進める予定です．

【⼟砂崩壊量の推定⽅法】
気象庁のレーダーアメダスデータを使⽤し，Revised Universal Soil Loss Equation（RUSLE; Renard et al., 1997）というモ

デルを⽤いて計算しました．降⾬強度係数，⼟壌係数，地形係数，作物係数，ならびに⼟地保全係数の積により推定
しています．

【注意点】
当研究分野では，これまで年毎の⼟砂崩壊量を求めて数⼗年の⼟砂崩壊量の過去・将来の砂浜への影響を調べるな

ど，⽐較的⻑期の⼟砂崩壊量の算定にRUSLEを使⽤してきました（Morita et al.，2017︔森⽥，2018）．⻑期の⼟砂崩
壊量についてはダム堆砂量（国⼟交通省提供）を⽤いて検証を⾏っていますが，短期イベントへの適⽤例は少なく，
今後現地調査や衛星画像解析等により検証例を蓄積する必要があります．
⼀⽅で，現時点では令和3年8⽉11⽇からの⼤⾬の被害の全容が明らかになっていない状況にあり，この情報が有⽤

な情報となる可能性もあることから，ここに公開いたします．
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